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国の概要 

面積 約 236,800 km² 

人口 約 738 万人（2021 年，ラオス統計局） 

首都 ビエンチャン  

教育行政組織  

 国 人民民主共和制 

 地方 県（17 県とビエンチャン特別市）と郡（148） 

教育課程基準 教育スポーツ省により教育課程の基準が定められている。 

教科書制度  

 教科書の定義 
教育法では，教育スポーツ省が定めたカリキュラムを順守することが求めら

れているが，教科書を使用する義務については書かれていない。 

 発行主体 国立教育科学研究所 

 
国定，検定，認

定などの制度 
国立教育科学研究所が作成し認定している。 

 
採択・選定など

の制度 

他に作成している機関がないため，採択・選定については該当しない。教科

書の原案ができると，教育スポーツ省が組織する Committee for Approval of 
Curriculum and Instructional Materials（カリキュラム指導教材承認委員会）が

開かれる。教科書は基本的に 10 年に一度改訂されることになっている。 

 使用義務の有無 公立，私立にかかわらず，同じ教科書を使う必要がある。 

 有償・無償 
都市部では無償配布されているが，地方（特に山岳地帯）には行き届かない

傾向がある。 

 給与・貸与 
基本的に貸与型である。地方の場合，教科書が行き届きにくいため，保護者

が市場などで購入することがある。 

 教科書の特色 近年のものは，カラー印刷がなされている。 

デジタル教科書の状況 

コロナウイルスに伴う閉校時，ラオス政府はユニセフの支援を受けてオンラ

インラーニングプラットフォーム（Khang Panya Lao）を作成した。ただしコ

ロナウイルス収束後はあまり利用されていない。また，電気や Wi-Fi が届い

ていない山岳地帯や遠隔地におけるデジタルラーニングの実施には大きな

課題が残っている。 

 


